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議
員　

各
家
庭
が
家
庭
教
育
に
対
す
る

責
任
を
自
覚
し
、
社
会
全
体
が
そ
の
自

主
性
を
尊
重
し
つ
つ
一
体
と
な
っ
た
支

援
が
必
要
で
あ
る
。
家
庭
教
育
の
充
実

を
図
る
上
で
の
全
県
的
な
取
り
組
み
は
。

教
育
長　

家
庭
教
育
支
援
条
例
制
定
の

動
向
や
就
学
前
教
育
・
家
庭
教
育
の
基

本
的
方
向
と
な
る
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
の
策

定
を
踏
ま
え
、
全
て
の
家
庭
に
届
く
家

庭
教
育
支
援
を
目
指
し
取
り
組
ん
で
い

く
。
各
種
団
体
や
企
業
な
ど
と
の
連
携

を
強
化
し
、
社
会
全
体
で
家
庭
教
育
支

援
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
事
業
を
活
用
し
、

県
内
企
業
の
海
外
進
出
促
進
な
ど
に
つ

な
げ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
と
連
携
し
て
い
く
の
か
。

商
工
労
働
観
光
部
長　

常
陽
銀
行
や
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
な
ど
と
の
連
携
を
強
化
し
、
支

援
機
関
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
に

よ
る
海
外
進
出
に
意
欲
的
な
企
業
の
発

掘
や
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
業
の
活
用
の
提
案

を
行
う
な
ど
、
県
内
中
小
企
業
の
海
外

展
開
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
立

歴
史
館
の
情
報

発
信
力
の
向
上
、

県
庁
版
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
の

導
入
な
ど
も
質

問
）

議
員　

昨
年
三
月
、
本
県
で
は
「
茨
城

県
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
関
す
る
計

画
」
を
策
定
し
た
が
、
今
後
、
子
供
の

貧
困
対
策
に
つ
い
て
、
ど
う
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
。

知
事　

現
在
、
同
計
画
に
基
づ
き
、
教

育
、
就
労
、
生
活
お
よ
び
経
済
的
支
援

の
四
つ
を
柱
に
、
総
合
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
後
も
、
全
庁
を
挙
げ
て
、

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
着
実
に
実
施
す

る
と
と
も
に
、
生
活
困
窮
者
な
ど
か
ら

の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、
子
ど
も
の

貧
困
対
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

 

県
立
美
術
館
な
ど
の
活
用

議
員　

本
年
二
月
か
ら
近
代
美
術
館
で

開
催
さ
れ
る
、
東
山
魁
夷
の
「
唐
招
提

寺
御
影
堂
障
壁
画
展
」
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

教
育
長　

障
壁
画
は
本
来
非
公
開
で
あ

り
、
本
県
で
の
公
開
は
初
め
て
で
あ
る

な
ど
、
大
変
貴
重
な
展
覧
会
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
開
催
期
間
が
梅
ま
つ
り
の
時

期
と
重
な
る
た
め
、
県
内
外
へ
の
積
極

的
な
広
報
活
動
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

本
県
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
観
光
振
興

に
つ
な
げ
て

い
く
。

（
ほ
か
に
、
取

手
競
輪
の
振

興
、
中
高
一

貫
教
育
な
ど

も
質
問
）

ことば ※【JICA】…日本の政府開発援助（ODA）を一元的に行う実施機関として、開発途上国への国際協力を行う独立行政法人国際協力機構の略称。
※【畜産クラスター事業】…畜産農家や地域の関係者が連携し、地域ぐるみで収益性の向上や生産基盤の強化を図る事業。
※【キャトルブリーディングステーション】…町や地域の畜産農協などと連携し、繁殖雌牛を預かり、人工授精から分娩直前まで管理する施設。

○
一
括
方
式　

質
問
項
目
全
て
に
つ
い
て
一
括
し
て
質
問
し
、
一
括
し
て
答

弁
を
求
め
る
方
式
。

○
分
割
方
式　

質
問
項
目
ご
と
に
分
割
し
て
質
問
し
、
そ
の
都
度
、
答
弁
を

求
め
る
方
式
。

質
問
方
式
に
つ
い
て

家
庭
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
の

全
県
的
な
取
り
組
み

県
内
企
業
の
海
外
展
開
に
お
け
る

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
※
と
の
連
携

林
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た

取
り
組
み

子
ど
も
の
貧
困
対
策

◆
総
務
企
画
委
員
会

○
平
成
二
十
九
年
度
私
立
高
等
学
校
等
経
常
費
等
助
成
に
関
す
る
請
願

採
択
さ
れ
た
請
願
　（
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
）

○
地
方
の
安
定
的
な
財
政
運
営
の
た
め
の
財
源
確
保
を
求
め
る
意
見
書

○
私
学
助
成
の
充
実
強
化
等
に
関
す
る
意
見
書

○
災
害
対
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

○「
森
林
・
林
業
基
本
計
画
」の
推
進
を
求
め
る
意
見
書

可
決
さ
れ
た
意
見
書（
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
）

一般質問（要旨）

加藤　明良 議員
いばらき自民党
水 戸 市 選 出  

分割方式

島田　幸三 議員
いばらき自民党
小 美 玉 市 選 出

一括方式

川口　政弥 議員
自民県政クラブ
取 手 市 選 出

一括方式

西野　　一 議員
いばらき自民党
常陸太田市選出

分割方式

今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案 

 

議
員
等
提
出

◆
条
例
の
制
定

○
茨
城
県
犬
猫
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目
指

す
条
例

○
茨
城
県
家
庭
教
育
を
支
援
す
る
た

め
の
条
例

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
茨
城
県
議
会
議
員
の
定
数
並
び
に

選
挙
区
及
び
各
選
挙
区
に
お
い
て

選
挙
す
べ
き
議
員
の
数
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

ほ
か
一
件

◆
意
見
書

○
地
方
の
安
定
的
な
財
政
運
営
の
た

め
の
財
源
確
保
を
求
め
る
意
見
書

ほ
か
三
件

 

知
事
提
出

◆
平
成
二
十
八
年
度
補
正
予
算
関
係

○
一
般
会
計
予
算

ほ
か
五
件

◆
条
例
の
制
定

○
茨
城
県
ヤ
ー
ド
に
お
け
る
自
動
車

の
適
正
な
取
扱
い
の
確
保
に
関
す

る
条
例

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例 

ほ
か
七
件

◆
人
事

○
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

◆
認
定

○
平
成
二
十
七
年
度
茨
城
県
公
営
企

業
会
計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

ほ
か
一
件

◆
そ
の
他

○
当
せ
ん
金
付
証
票
の
発
売
に
つ
い
て

○
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

ほ
か
十
件

◆
報
告

○
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
く
専
決
処
分
に

つ
い
て

議
員　

茨
城
空
港
で
は
、
歩
い
て
航
空

機
に
乗
降
す
る
方
法
の
た
め
、
雨
風
が

強
い
時
は
乗
客
が
濡
れ
て
し
ま
う
。
対

策
と
し
て
乗
降
経
路
に
移
動
可
能
な
蛇

腹
式
テ
ン
ト
の
導
入
を
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

荒
天
時
に
は
利
用
者
へ
傘
の
貸

し
出
し
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
が
、

茨
城
空
港
の
さ
ら
な
る
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
た
め
、
搭
乗
の
際
雨
風
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
る
ト
ン
ネ
ル
状
の
通
路
と
な
る
、

可
動
式
エ
プ
ロ
ン
ル
ー
フ
の
整
備
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

米
軍
再
編
交
付
金
対
策

議
員　

米
軍
再
編
に
よ
り
影
響
を
受
け

る
市
町
村
へ
の
再
編
交
付
金
は
、
再
編

特
措
法
が
失
効
す
る
今
年
度
末
ま
で
と

さ
れ
る
。
小
美
玉
市
な
ど
地
元
市
町
で

は
交
付
金
延
長
を
国
へ
要
望
し
て
い
る

が
県
で
は
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
の
か
。

理
事
兼
政
策
審
議
監　

再
編
交
付
金
は

地
元
市
町
に
と
っ
て
周
辺
地
域
の
環
境

対
策
な
ど
貴
重
な
財
源
で
あ
り
、
県
と

し
て
は
国
の
動
向
や
地
元
市
町
の
意
向

を
踏
ま
え
、
渉
外
知
事
会
な
ど
と
連
携

を
密
に
し
て
適
切

に
対
応
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
奨
学

金
制
度
の
在
り
方
、

高
齢
運
転
者
事
故

対
策
な
ど
も
質

問
）

議
員　

国
で
は
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事

業
※
に
多
く
の
予
算
を
措
置
し
て
お
り
、

本
県
で
も
積
極
的
に
活
用
す
べ
き
で
あ

る
。
本
事
業
を
活
用
し
て
今
後
ど
の
よ

う
に
畜
産
振
興
を
図
っ
て
い
く
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

本
事
業
の
創
設
以
降
、

規
模
拡
大
に
向
け
た
施
設
整
備
な
ど
を

支
援
し
て
き
た
。
ま
た
、大
子
町
の
キ
ャ

ト
ル
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

※
を
整
備
す
る
た
め
の
予
算
を
本
定
例

会
に
提
出
し
て
い
る
。
今
後
と
も
本
事

業
を
積
極
的
に
活
用
し
、
畜
産
農
家
の

競
争
力
強
化
に
努
め
て
い
く
。

議
員　

林
業
の
成
長
産
業
化
の
た
め
に

は
、
先
進
的
な
森
林
組
合
の
事
例
を
参

考
に
、
採
算
性
の
向
上
、
木
材
の
安
定

供
給
体
制
の
構
築
な
ど
が
必
要
で
あ
る

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

路
網
を
整
備
し
な
が

ら
間
伐
に
加
え
て
主
伐
・
再
造
林
を
進

め
、
県
産
木
材
の
加
工
施
設
の
整
備
や

公
共
建
築
物
な
ど
の
木
造
化
・
木
質
化

を
支
援
す
る
ほ
か
、
施
業
の
集
約
化
に

よ
り
収
益
性
の
高
い
経
営
が
実
現
で
き

る
よ
う
、
森
林

組
合
に
助
言
し

て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
立

太
田
二
高
と
佐

竹
高
校
の
統
合

な
ど
も
質
問
）

茨
城
空
港
に
お
け
る

荒
天
時
の
搭
乗
対
策

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
の
推
進

親子の語らいから始まる家庭教育
「唐招提寺御影堂障壁画 濤声」
（部分） 昭和 50年 唐招提寺蔵

搭乗時に雨風を防ぐエプロンルーフ路網を利用した森林整備の状況（常陸太田市）

　平成２８年第４回定例会は、以下の会期日程
で開催されました。

■12月１日（木）

■12月６日（火）
　　　 ７日（水）
　　　 ８日（木）
■12月12日（月）
■12月14日（水）

■12月15日（木）
■12月16日（金）

■12月19日（月）
■12月20日（火）
■12月22日（木）

　本　　会　　議
（開会、知事提出議案説明）

 　本　　会　　議
（一般質問・質疑）

 常 任 委 員 会
　本　　会　　議

（予算関係議案常任委員長報告等）
  大規模災害対策調査特別委員会
 国体・障害者スポーツ大会
 推進調査特別委員会
 決算特別委員会
 予算特別委員会
　本　　会　　議

（委員長報告、採決、閉会）

}

第４回定例会の主な日程


